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「赤い灯台」
撮影：白土　忠明さん（東多賀町在住）
撮影場所：河原子南浜

　晴
天
の
下
、
厳
し
く
照
り
付
け
る
真

夏
の
太
陽
。
真
青
な
海
が
空
の
青
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。
海
鳥
た
ち
が
集
う
砂

浜
の
先
に
は
、
朱
色
の
灯
台
が
建
つ
。

航
路
標
識
法
に
よ
り
、
海
か
ら
入
港
す

る
際
、
船
の
右
側
が
赤
、
左
側
に
白
い

灯
台
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

自
由
に
動
け
る
と
思
わ
れ
る
海
の
上
に

も
、
船
同
士
の
接
触
や
暗
礁
に
乗
り
上

げ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
一
般
道
路
と

同
様
に
標
識
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　灯
台
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
の
エ

ジ
プ
ト
、
フ
ァ
ロ
ス
島
の
灯
台
が
最
古

の
も
の
だ
と
い
い
、
完
成
ま
で
に
20
年

を
要
し
、
１
３
５
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を

誇
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
同

様
世
界
の
七
不
思
議
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
お
り
、
あ
の
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
も
フ
ァ

ロ
ス
灯
台
を
眺
め
た
に
違
い
な
い
。
こ

こ
日
本
で
は
奈
良
・
平
安
の
世
、
遣
唐

船
の
航
海
の
安
全
を
目
的
に
、
昼
は
煙

を
、
夜
は
火
を
燃
や
し
た
の
が
灯
台
の

始
ま
り
と
言
わ
れ
る
。

　こ
れ
ま
で
通
り
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
は
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
。

海
は
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い

た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
例
年
に
比
べ
ど

う
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
が
は
び
こ
り
、

テ
レ
ビ
で
見
聞
き
し
な
い
日
は
無
い
。

加
え
て
長
雨
が
続
き
、
豪
雨
で
川
が
氾

濫
す
る
な
ど
、
耳
を
塞
ぎ
た
く
な
る
出

来
事
が
多
発
。
兎
角
様
々
な
暗
闇
が
世

の
中
を
覆
い
、
言
い
よ
う
の
な
い
不
安

が
心
を
曇
ら
せ
る
。

　し
か
し
、
下
を
向
い
て
ば
か
り
で
は

い
ら
れ
な
い
。
新
し
い
生
活
様
式
の
順

守
や
、
環
境
を
考
え
た
生
活
な
ど
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
く
し
か
な
い
。
灯
台
が
暗
闇
を
照

ら
す
よ
う
に
、
や
が
て
光
が
見
え
て
く

る
と
信
じ
て
。
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　好
き
な
こ
と
は
う
ま
く
い
く
。

こ
の
言
葉
が
、
今
思
え
ば
、
私
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
最
近
、
お
か
げ
さ
ま
で

取
材
を
受
け
た
り
、
エ
ッ
セ
イ
の

ご
依
頼
を
頂
く
様
に
な
り
、
改
め

て
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
機
会

を
得
て
、
今
の
私
の
原
点
や
、
人

生
の
転
機
を
回
顧
し
て
み
る
事
が

増
え
た
。
公
務
員
の
父
と
看
護
師

の
母
、
兄
と
私
と
妹
の
３
人
兄
弟

の
真
ん
中
長
女
。
妄
想
と
一
人
遊

び
が
得
意
な
マ
イ
ペ
ー
ス
な
私
が

小
学
校
1
年
生
の
時
に
、
国
語
の

教
科
書
の
挿
絵
を
模
写
し
た
所
、

担
任
や
母
親
に
も
の
す
ご
く
褒
め

ら
れ
、「
絵
が
好
き
。」
と
自
覚
す
る
。

描
け
ば
褒
め
ら
れ
出
せ
ば
賞
を
取

る
、
図
工
や
美
術
の
成
績
だ
け
は

良
く
、
い
つ
の
間
に
か
ピ
ノ
キ
オ

の
様
に
鼻
が
伸
び
て
い
た
気
が
す

る
。
高
校
3
年
生
の
時
に
、
熊
本

市
に
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
学
校
が
開

校
す
る
と
知
り
、
取
り
寄
せ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
あ
っ
た
の

が
、
こ
の
言
葉
、
好
き
な
こ
と
は

う
ま
く
い
く
。
だ
っ
た
。
人
生
そ

う
は
う
ま
く
は
行
か
な
い
の
だ
が
、

未
来
に
は
明
る
い
夢
と
希
望
し
か

無
い
私
は
、
そ
の
言
葉
で
絵
を
描

く
事
だ
け
を
勉
強
し
た
い
！
そ
し

て
、
本
気
で
絵
を
描
く
事
を
仕
事

に
す
る
！
と
決
め
た
の
だ
。

　伸
び
た
鼻
は
直
後
に
一
瞬
で
ポ

キ
っ
と
折
れ
る
こ
と
に
な
る
。
狭

い
世
界
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
は

自
分
よ
り
絵

が
上
手
い
人

な
ど
五
万
と

い
る
事
を
そ

の
学
校
で
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

若
い
と
言
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
く
、

立
ち
直
り
も
早
か
っ
た
。
我
が
道

を
ゆ
く
無
鉄
砲
な
所
も
持
ち
合
わ

せ
て
お
り
、
学
校
の
顧
問
を
さ
れ

て
い
る
有
名
な
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

の
方
の
講
演
会
直
後
に
、「
東
京
で

美
術
の
仕
事
が
し
た
い
の
で
、
ど

ち
ら
か
紹
介
し
て
下
さ
い
！
」
と

い
き
な
り
直
談
判
し
に
い
っ
た
の

で
あ
る
。
以
降
、
そ
の
方
と
は

C
M
撮
影
な
ど
、
お
仕
事
で
大
変

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
も
な
る
。

　や
ら
ず
に
後
悔
す
る
よ
り
や
っ

て
後
悔
し
ろ
と
よ
く
言
う
が
、
後

悔
す
る
か
し
な
い
か
な
ど
考
え
ず

に
行
動
し
て
し
ま
い
、
失
敗
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
若
か
り
し
頃
。

で
も
、
正
解
も
多
か
っ
た
か
ら
道

が
開
け
た
の
だ
と
思
う
。
失
敗
の

数
だ
け
臆
病
に
も
な
っ
た
け
れ
ど
、

良
く
言
え
ば
慎
重
に
も
な
れ
た
。

経
験
の
数
だ
け
、
出
会
い
も
あ
っ

た
。
結
婚
出
産
で
美
術
の
仕
事
の

道
か
ら
離
れ
て
か
ら
も
、
絵
を
描

き
た
い
と
言
う
気
持
ち
に
嘘
は
つ

け
ず
家
族
に
相
談
し
、
理
解
と
協

力
を
し
て
も
ら
っ
て
日
立
か
ら
東

京
へ
週
に
一
度
、
一
年
間
学
校
に

通
え
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
好
き

じ
ゃ
な
い
と
出
来
な
い
こ
と
だ
っ

た
。
好
き
な
こ
と
は
う
ま
く
い
く

と
信
じ
て
。

ほっこり！素敵な出会いほっこり！素敵な出会い
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satoco (さとこ）

1975年生まれ (45歳)。熊本県出身。

東京の広告美術会社で、CMやポスター

等、美術デザイナーの助手を勤めるが、

結婚を期に日立に移住。2018年に東京

四ツ谷の絵本の学校(WCC)を卒業。子供

も巣立ち、作家活動に邁進する日々。

satoco（さとこ）　　　［絵本作家］

　新型コロナウイルスの影響

で当たり前だった日常に変化

が現れた。市民会館も今のと

ころ定員の半分までという制

限で開館となった。

　市民会館で発表会を行う予

定であったお客様から中止の

連絡を頂く際には悔しさや無

念さが伝わってくる。１年に１

回、それ以上の歳月をかけて準

備しているものもあるので当

然である。発表会のサポートを

する我々職員も同じ気持ちで

ある。

　最近テレビでリモート出演

をよく見かける。これからも増

えていくのかもしれない。しか

し、文化芸術はやはり生で観る

ほうが良い。生で観た感動とい

うのは人間の生きる源である

と感じる人もいるだろう。文化

芸術は人を成長させ、救うこと

のできる一つのツールであると

信じている。また市民会館にて

笑顔でお会いしましょう。

　最後に当財団のYouTube

チャンネルが開設された。各セ

クションで様々なジャンルの動

画が上がっているので是非ご

覧いただきたい。

TSUTAYA LALAガーデンつくばにて
店内イベント＆ワークショップ

絵本「ポストのポス」
（出版社 CH ICORABOOKS）

長崎次郎書店Gal lery J iro（熊本市）にて
初の個展開催
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日立市での今後の予定：10/24文化サロン

好きなことは
うまくいく

文化芸術への想い
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　今
回
は
、
中
国
の
獅
子
を
紹
介
し

ま
す
。
獅
子
の
伝
来
は
、
紀
元
前
１

２
２
年
に
漢
の
武
帝
が
張
騫
（
ち
ょ

う
け
ん
）
を
西
域
に
派
遣
し
、
西
域

と
の
通
交
を
拓
き
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
築
き
上
げ
た
時
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。漢
代
の
班
固（
は
ん
こ
）著
『
漢

書
・
西
域
伝
』
に
「
遭
値
文
、
景
玄

黙
、・
・
、
師
子
、・
・
。」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　獅
子
の
語
源
は
、
遠
い
オ
リ
エ
ン

ト
の
ラ
イ
オ
ン
に
源
を
発
し
、
伝
来

後
、
そ
の
名
の
梵
語
「
ｓ
ｉ
ｍ
ｈ
ａ
」

か
ら
狻
麂（
シ
ー

ハ
）
と
訳
さ
れ
、

そ
の
後
梵
語
の

第
一
音
の
「
師
」

を
採
り
、
獣
類

か
ら
、「
師
」
の

左
に
〝 

犭 

〞
偏

を
付
け
て
「
獅
」

と
な
り
ま
し
た
。

　仏
教
は
後
漢

代
に
伝
来
し
、

仏
教
経
典
『
伝
燈
録
』
に
仏
陀
が
誕

生
し
た
時
、
片
手
は
天
を
指
し
、
片

手
は
地
を
指
し
て
、
獅
子
が
吼
え
る

よ
う
に
、「
天
上
天
下
、
唯
我
独
尊
」

と
言
っ
た
こ
と
か
ら
獅
子
は
神
格
化

さ
れ
、
仏
の
守
護
獣
と
な
り
ま
し
た
。

　中
国
語
で
は
「
獅
」
は
「
事
」
と

同
じ
発
音
を
し
ま
す
。
二
匹
の
獅
子

を
飾
る
こ
と
で
「
事
事
如
意
（
何
事

も
思
い
通
り
に
な
る
）」
と
祈
願
し

ま
す
。（
写
真
ー
1
）

　こ
の
様
に
獅

子
は
中
華
文
化
に
お
い
て
精
神
的
崇

拝
祈
願
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　歴
史
の
流
れ
の
中
、
時
代
ご
と
に

獅
子
の
変
化
を
み
て
み
る
と
、
獅
子

の
造
型
も
変
化
し
、
漢
以
前
に
は
中

国
に
は
獅
子
の
存
在
は
な
く
、
霊
獣
、

吉
祥
獣
、
麒
麟
、
天
禄
、
辟
邪
（
へ

き
じ
ゃ
）（
邪
穢
と
不
吉
を
追
い
払

う
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
石
獅
子

は
東
漢
代
の
武
氏
祠
の
石
獅
子
（
山

東
省
嘉
祥
県
。
長
さ
1
・
6
メ
ー
ト

ル
）
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。（
写
真
ー
2
）

　百
獣
の
王
の
獅
子
は
魏
晋
南
北
朝

（
2
2
0
〜
5
8
0
年
）
の
時
期
か

ら
次
第
に
帝
王
官
家
の
守
護
霊
獣
神

と
な
り
、
威
厳
、
富
及
び
権
力
の
象

徴
に
な
り
、
そ
の
鎮
護
範
囲
は
陵
墓

ば
か
り
で
な
く
、
役
所
や
祠
堂
、
庭

園
の
鎮
護
神
と
し
て
、
ま
た
、
民
間

で
は
祭
祀
や
厄
払
い
や
福
祈
願
と
し

て
、
金
融
機
関
や
商
店
、
村
、
邸
宅
、

墓
地
な
ど
の
入
り
口
に
鎮
守
神
と
し

て
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
は
巻
髪
で
巨
眼
、
口
を
開
け
、

爪
を
広
げ
て
、

一
般
的
に
右

に

雄
、
左

に

雌
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　南
京
市
郊

外
に
あ
る
「
南

京
梁
平
忠

候
蕭
景
墓

石
獅
（
辟

邪
）
」
は

5
2
3
年

建
造
さ
れ
、

雄
で
、
体

型
は
高
さ
3
・
5
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

3
・
8
メ
ー
ト
ル
、
口
を
大
き
く
開
け
、

舌
を
出
し
、
頭
を
高
く
上
げ
、
胸
を

張
り
天
を
仰
ぎ
遠
吼
え
し
、
胸
部
の

両
側
に
は
天
空
を
飛
来
す
る
よ
う
に

翼
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
ー
3
）

　隋
の
時
代
（
5
8
1
〜
6
1
8
年
）、

そ
の
形
状
は
前
代
を
継
承
し
ま
し
た
。

唐
時
代
（
6
1
8
〜
9
5
9
年
）、
陜

西
省
（
せ
ん
せ
い
し
ょ
う
）
関
中
渭
北

高
原
に
、
西
の
乾
陵
か
ら
東
の
秦
陵

ま
で
18
の
陵
墓
が
1
5
0
ｋ
ｍ
に
点

在
し
て
「
3
0
0
里
唐
時
代
露
天
彫

刻
博
物
館
」
と
言
わ
れ
て
い
る
巨
型

石
彫
像
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
陵
墓
の

前
に
石
彫
像
を
置
き
警
護
す
る
形
態

は
乾
陵
墓
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
の

時
代
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　宋
代
（
9
6
0
〜
1
2
7
1
年
）、

河
南
省
洛
陽
近
郊
に
陵
墓
が
集
中
し

て
建
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
造
形
は
、

比
較
的
小
さ
く
、
時
代
と
共
に
、
均

衡
が
取
れ
、
繊
細
で
装
飾
性
に
富
み
、

生
き
生
き
と
写
実
的
に
表
現
さ
れ
、

ま
さ
し
く
中
国
獅
子
の
造
形
の
原
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
ー
4
）

　元
代
（
1
2
7
1
〜
1
3
6
8
年
）、

宋
代
の
よ
う
な
凛
々
し
さ
、
勇
壮
さ

は
無
く
な
り
、
温
順
、
従
属
す
る
よ

う
な
形
態
に
変
わ
り
、「
像
形
化
」
を

奨
励
し
な
か
っ
た
た
め
、
陵
墓
に
は

獅
子
を
建

造
し
ま
せ

ん
で
し
た

が
、
園
林
、

祠
、
関
帝

廟
、
孔
子
廟
、
鎮
守
の
社
な
ど
に
は

設
置
し
て
い
ま
す
。

　明
代
（
1
3
6
8
〜
1
6
4
4
年
）、

南
京
（
太
祖
朱
元
璋
（
し
ゅ
げ
ん
し
ょ

う
）
の
孝
陵
）
と
北
京
（
成
祖
・
朱

棣
（
し
ゅ
て
い
）
の
長
陵
な
ど
十
三

陵 

）
の
2
ヶ
所
に
陵
墓
が
あ
り
ま
す
。

十
三
陵
の
神
道
は
両
側
に
は
獅
子
、

カ
イ
チ
、
駱
駝
、
象
、
麒
麟
、
馬
そ

れ
ぞ
れ
2
対
の
坐
像
立
像
の
2
4
体

と
武
将
文
臣
の
両
手
で
笏
を
持
つ
者

や
長
剣
を
持
つ
者
な
ど
各
2
対
の
8

体
が
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
。（
写

真
ー
5
）
ま
た
、
獅
子
彫
刻
は
宋
代

を
踏
襲
し
て

い
ま
す
。

　園
林
で
有

名
な
蘇

州

市
・
拙
政
園

（
せ
っ
せ
い

え
ん
）
正
門

前
の
石
獅
は

鼻
が
大
き
く
、

口
は
半
開
き
、

耳
は
垂
れ
、

眉
が
上
が
り
、

目
は
出
目
で
大
き
く
、
額
に
は
幼
な

髪
が
垂
れ
、
頭
髪
は
花
紋
に
彫
飾
さ

れ
、
胸
元
の
首
輪
に
は
鈴
が
下
げ
、

雄
は
玉
を
抱
え
、
雌
は
小
獅
子
を
抱

い
て
い
ま
す
。（
写
真
ー
6
）

　清
代
（
1
6
4
4
〜
1
9
1
1
年
）

に
な
る
と
、

獅
子
は
宮

殿
、
園
林
、

官
庁
、
寺

院
そ
し
て

民
家
な
ど
の
門
前
に
引
き
立
て
役
と

し
て
様
々
な
彫
像
が
多
く
見
ら
れ
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
王
陵
は
瀋
陽
（
旧

奉
天
）
の
関
外
三
陵
（
北
陵
）、
河
北

遵
化
の
東
陵
、
河
北
易
県
の
西
陵
の

3
か
所
で
、北
陵
の
昭
陵（
清
の
太
宗
・

ホ
ン
タ
イ
ジ
）
が
一
番
大
き
く
、
6

対
の
石
獣
が
並
ん
で
置
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
獅
子
の
形
態
は
、
頭
が
大

き
く
、
体
全
体
が
丸
み
を
帯
び
、
足

が
太
く
、
尻
尾
が
短
く
、
鬣
が
ぼ
う

ぼ
う
と
巻
き
上
り
、
活
発
さ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
巻
き
毛
や
鈴
な
ど

の
装
飾
は
繊
細
か
つ
豊
富
で
、
目
、
口
、

鼻
、
尻
尾
の
細
部
ま
で
精
緻
に
彫
刻

が
施
さ
れ
、
中
国
皇
帝
陵
墓
に
最
後

の
一
抹
の
輝
き
を
残
し
て
い
ま
す
。

　以
上
の
よ
う
に
足
で
歩
き
、
目
で

観
て
き
た
い
く
つ
か
の
獅
子
を
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。
日
本
に
も
沢
山
の

獅
子
・
狛
犬
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

目
を
と
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
何
か

問
い
か
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　参

考
文
献
『
中
国
獅
子
紋
飾
集
』

　翻
訳
：
張
孔
明
、
ほ
か
10
書

94

日々を詠む
にち にち よ

《選・評　植木　利衛》

真
夜
中
に
夫
の
寝
息
そ
っ
と
聞
く

 

  

小
松
崎

　倶
江

　夫
婦
像
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
大
き
く
は
離
反
と
寄
り

添
い
に
分
か
れ
よ
う
。
願
わ
く
ば
愛
し
合
い
助
け
合
い
、

息
を
確
か
め
合
う
夫
婦
で
あ
り
た
い
。
い
い
人
生
で
あ
っ

た
な
あ
と
互
い
に
言
い
合
え
る
夫
婦
こ
そ
、
人
生
を
理

想
的
に
全
う
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
南
高
野
町
在
住
）

日立市末広町在住。㈱日立ライフ建設部を定年退職。

現在、ＮＰＯ法人社叢学会会員。

ライフワークとして40余年間”獅子・狛犬の世界”を探求。

また”モンゴルに桜の花を”事業を展開。

オペラ・ミュージカル「日立の玉手箱」公演に向けて活動中。

魅力たっぷり

寺田　誠（てらだ まこと）

「獅子・狛犬の世界」終

写真-2：武氏祠石獅子

写真-4：北京・
天安門前石獅子

写真-3：南京梁平忠候蕭景
墓石獅子

写真-1：｢事｣・｢如｣獅子

写真-5：北京・十三陵石像

写真-6：拙政園
正門前石獅子



（2）

　好
き
な
こ
と
は
う
ま
く
い
く
。

こ
の
言
葉
が
、
今
思
え
ば
、
私
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
最
近
、
お
か
げ
さ
ま
で

取
材
を
受
け
た
り
、
エ
ッ
セ
イ
の

ご
依
頼
を
頂
く
様
に
な
り
、
改
め

て
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
機
会

を
得
て
、
今
の
私
の
原
点
や
、
人

生
の
転
機
を
回
顧
し
て
み
る
事
が

増
え
た
。
公
務
員
の
父
と
看
護
師

の
母
、
兄
と
私
と
妹
の
３
人
兄
弟

の
真
ん
中
長
女
。
妄
想
と
一
人
遊

び
が
得
意
な
マ
イ
ペ
ー
ス
な
私
が

小
学
校
1
年
生
の
時
に
、
国
語
の

教
科
書
の
挿
絵
を
模
写
し
た
所
、

担
任
や
母
親
に
も
の
す
ご
く
褒
め

ら
れ
、「
絵
が
好
き
。」
と
自
覚
す
る
。

描
け
ば
褒
め
ら
れ
出
せ
ば
賞
を
取

る
、
図
工
や
美
術
の
成
績
だ
け
は

良
く
、
い
つ
の
間
に
か
ピ
ノ
キ
オ

の
様
に
鼻
が
伸
び
て
い
た
気
が
す

る
。
高
校
3
年
生
の
時
に
、
熊
本

市
に
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
学
校
が
開

校
す
る
と
知
り
、
取
り
寄
せ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
あ
っ
た
の

が
、
こ
の
言
葉
、
好
き
な
こ
と
は

う
ま
く
い
く
。
だ
っ
た
。
人
生
そ

う
は
う
ま
く
は
行
か
な
い
の
だ
が
、

未
来
に
は
明
る
い
夢
と
希
望
し
か

無
い
私
は
、
そ
の
言
葉
で
絵
を
描

く
事
だ
け
を
勉
強
し
た
い
！
そ
し

て
、
本
気
で
絵
を
描
く
事
を
仕
事

に
す
る
！
と
決
め
た
の
だ
。

　伸
び
た
鼻
は
直
後
に
一
瞬
で
ポ

キ
っ
と
折
れ
る
こ
と
に
な
る
。
狭

い
世
界
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
は

自
分
よ
り
絵

が
上
手
い
人

な
ど
五
万
と

い
る
事
を
そ

の
学
校
で
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

若
い
と
言
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
く
、

立
ち
直
り
も
早
か
っ
た
。
我
が
道

を
ゆ
く
無
鉄
砲
な
所
も
持
ち
合
わ

せ
て
お
り
、
学
校
の
顧
問
を
さ
れ

て
い
る
有
名
な
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

の
方
の
講
演
会
直
後
に
、「
東
京
で

美
術
の
仕
事
が
し
た
い
の
で
、
ど

ち
ら
か
紹
介
し
て
下
さ
い
！
」
と

い
き
な
り
直
談
判
し
に
い
っ
た
の

で
あ
る
。
以
降
、
そ
の
方
と
は

C
M
撮
影
な
ど
、
お
仕
事
で
大
変

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
も
な
る
。

　や
ら
ず
に
後
悔
す
る
よ
り
や
っ

て
後
悔
し
ろ
と
よ
く
言
う
が
、
後

悔
す
る
か
し
な
い
か
な
ど
考
え
ず

に
行
動
し
て
し
ま
い
、
失
敗
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
若
か
り
し
頃
。

で
も
、
正
解
も
多
か
っ
た
か
ら
道

が
開
け
た
の
だ
と
思
う
。
失
敗
の

数
だ
け
臆
病
に
も
な
っ
た
け
れ
ど
、

良
く
言
え
ば
慎
重
に
も
な
れ
た
。

経
験
の
数
だ
け
、
出
会
い
も
あ
っ

た
。
結
婚
出
産
で
美
術
の
仕
事
の

道
か
ら
離
れ
て
か
ら
も
、
絵
を
描

き
た
い
と
言
う
気
持
ち
に
嘘
は
つ

け
ず
家
族
に
相
談
し
、
理
解
と
協

力
を
し
て
も
ら
っ
て
日
立
か
ら
東

京
へ
週
に
一
度
、
一
年
間
学
校
に

通
え
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
好
き

じ
ゃ
な
い
と
出
来
な
い
こ
と
だ
っ

た
。
好
き
な
こ
と
は
う
ま
く
い
く

と
信
じ
て
。

ほっこり！素敵な出会いほっこり！素敵な出会い

まちのサロン　日立市民会館まちのサロン　日立市民会館

エッセイ 102

satoco (さとこ）

1975年生まれ (45歳)。熊本県出身。

東京の広告美術会社で、CMやポスター

等、美術デザイナーの助手を勤めるが、

結婚を期に日立に移住。2018年に東京

四ツ谷の絵本の学校(WCC)を卒業。子供

も巣立ち、作家活動に邁進する日々。

satoco（さとこ）　　　［絵本作家］

　新型コロナウイルスの影響

で当たり前だった日常に変化

が現れた。市民会館も今のと

ころ定員の半分までという制

限で開館となった。

　市民会館で発表会を行う予

定であったお客様から中止の

連絡を頂く際には悔しさや無

念さが伝わってくる。１年に１

回、それ以上の歳月をかけて準

備しているものもあるので当

然である。発表会のサポートを

する我々職員も同じ気持ちで

ある。

　最近テレビでリモート出演

をよく見かける。これからも増

えていくのかもしれない。しか

し、文化芸術はやはり生で観る

ほうが良い。生で観た感動とい

うのは人間の生きる源である

と感じる人もいるだろう。文化

芸術は人を成長させ、救うこと

のできる一つのツールであると

信じている。また市民会館にて

笑顔でお会いしましょう。

　最後に当財団のYouTube

チャンネルが開設された。各セ

クションで様々なジャンルの動

画が上がっているので是非ご

覧いただきたい。

TSUTAYA LALAガーデンつくばにて
店内イベント＆ワークショップ

絵本「ポストのポス」
（出版社 CH ICORABOOKS）

長崎次郎書店Gal lery J iro（熊本市）にて
初の個展開催
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日立市での今後の予定：10/24文化サロン

好きなことは
うまくいく

文化芸術への想い

（3）

　今
回
は
、
中
国
の
獅
子
を
紹
介
し

ま
す
。
獅
子
の
伝
来
は
、
紀
元
前
１

２
２
年
に
漢
の
武
帝
が
張
騫
（
ち
ょ

う
け
ん
）
を
西
域
に
派
遣
し
、
西
域

と
の
通
交
を
拓
き
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
築
き
上
げ
た
時
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。漢
代
の
班
固（
は
ん
こ
）著
『
漢

書
・
西
域
伝
』
に
「
遭
値
文
、
景
玄

黙
、・
・
、
師
子
、・
・
。」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　獅
子
の
語
源
は
、
遠
い
オ
リ
エ
ン

ト
の
ラ
イ
オ
ン
に
源
を
発
し
、
伝
来

後
、
そ
の
名
の
梵
語
「
ｓ
ｉ
ｍ
ｈ
ａ
」

か
ら
狻
麂（
シ
ー

ハ
）
と
訳
さ
れ
、

そ
の
後
梵
語
の

第
一
音
の
「
師
」

を
採
り
、
獣
類

か
ら
、「
師
」
の

左
に
〝 

犭 

〞
偏

を
付
け
て
「
獅
」

と
な
り
ま
し
た
。

　仏
教
は
後
漢

代
に
伝
来
し
、

仏
教
経
典
『
伝
燈
録
』
に
仏
陀
が
誕

生
し
た
時
、
片
手
は
天
を
指
し
、
片

手
は
地
を
指
し
て
、
獅
子
が
吼
え
る

よ
う
に
、「
天
上
天
下
、
唯
我
独
尊
」

と
言
っ
た
こ
と
か
ら
獅
子
は
神
格
化

さ
れ
、
仏
の
守
護
獣
と
な
り
ま
し
た
。

　中
国
語
で
は
「
獅
」
は
「
事
」
と

同
じ
発
音
を
し
ま
す
。
二
匹
の
獅
子

を
飾
る
こ
と
で
「
事
事
如
意
（
何
事

も
思
い
通
り
に
な
る
）」
と
祈
願
し

ま
す
。（
写
真
ー
1
）

　こ
の
様
に
獅

子
は
中
華
文
化
に
お
い
て
精
神
的
崇

拝
祈
願
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　歴
史
の
流
れ
の
中
、
時
代
ご
と
に

獅
子
の
変
化
を
み
て
み
る
と
、
獅
子

の
造
型
も
変
化
し
、
漢
以
前
に
は
中

国
に
は
獅
子
の
存
在
は
な
く
、
霊
獣
、

吉
祥
獣
、
麒
麟
、
天
禄
、
辟
邪
（
へ

き
じ
ゃ
）（
邪
穢
と
不
吉
を
追
い
払

う
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
石
獅
子

は
東
漢
代
の
武
氏
祠
の
石
獅
子
（
山

東
省
嘉
祥
県
。
長
さ
1
・
6
メ
ー
ト

ル
）
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。（
写
真
ー
2
）

　百
獣
の
王
の
獅
子
は
魏
晋
南
北
朝

（
2
2
0
〜
5
8
0
年
）
の
時
期
か

ら
次
第
に
帝
王
官
家
の
守
護
霊
獣
神

と
な
り
、
威
厳
、
富
及
び
権
力
の
象

徴
に
な
り
、
そ
の
鎮
護
範
囲
は
陵
墓

ば
か
り
で
な
く
、
役
所
や
祠
堂
、
庭

園
の
鎮
護
神
と
し
て
、
ま
た
、
民
間

で
は
祭
祀
や
厄
払
い
や
福
祈
願
と
し

て
、
金
融
機
関
や
商
店
、
村
、
邸
宅
、

墓
地
な
ど
の
入
り
口
に
鎮
守
神
と
し

て
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
は
巻
髪
で
巨
眼
、
口
を
開
け
、

爪
を
広
げ
て
、

一
般
的
に
右

に

雄
、
左

に

雌
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　南
京
市
郊

外
に
あ
る
「
南

京
梁
平
忠

候
蕭
景
墓

石
獅
（
辟

邪
）
」
は

5
2
3
年

建
造
さ
れ
、

雄
で
、
体

型
は
高
さ
3
・
5
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

3
・
8
メ
ー
ト
ル
、
口
を
大
き
く
開
け
、

舌
を
出
し
、
頭
を
高
く
上
げ
、
胸
を

張
り
天
を
仰
ぎ
遠
吼
え
し
、
胸
部
の

両
側
に
は
天
空
を
飛
来
す
る
よ
う
に

翼
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
ー
3
）

　隋
の
時
代
（
5
8
1
〜
6
1
8
年
）、

そ
の
形
状
は
前
代
を
継
承
し
ま
し
た
。

唐
時
代
（
6
1
8
〜
9
5
9
年
）、
陜

西
省
（
せ
ん
せ
い
し
ょ
う
）
関
中
渭
北

高
原
に
、
西
の
乾
陵
か
ら
東
の
秦
陵

ま
で
18
の
陵
墓
が
1
5
0
ｋ
ｍ
に
点

在
し
て
「
3
0
0
里
唐
時
代
露
天
彫

刻
博
物
館
」
と
言
わ
れ
て
い
る
巨
型

石
彫
像
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
陵
墓
の

前
に
石
彫
像
を
置
き
警
護
す
る
形
態

は
乾
陵
墓
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
の

時
代
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　宋
代
（
9
6
0
〜
1
2
7
1
年
）、

河
南
省
洛
陽
近
郊
に
陵
墓
が
集
中
し

て
建
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
造
形
は
、

比
較
的
小
さ
く
、
時
代
と
共
に
、
均

衡
が
取
れ
、
繊
細
で
装
飾
性
に
富
み
、

生
き
生
き
と
写
実
的
に
表
現
さ
れ
、

ま
さ
し
く
中
国
獅
子
の
造
形
の
原
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
ー
4
）

　元
代
（
1
2
7
1
〜
1
3
6
8
年
）、

宋
代
の
よ
う
な
凛
々
し
さ
、
勇
壮
さ

は
無
く
な
り
、
温
順
、
従
属
す
る
よ

う
な
形
態
に
変
わ
り
、「
像
形
化
」
を

奨
励
し
な
か
っ
た
た
め
、
陵
墓
に
は

獅
子
を
建

造
し
ま
せ

ん
で
し
た

が
、
園
林
、

祠
、
関
帝

廟
、
孔
子
廟
、
鎮
守
の
社
な
ど
に
は

設
置
し
て
い
ま
す
。

　明
代
（
1
3
6
8
〜
1
6
4
4
年
）、

南
京
（
太
祖
朱
元
璋
（
し
ゅ
げ
ん
し
ょ

う
）
の
孝
陵
）
と
北
京
（
成
祖
・
朱

棣
（
し
ゅ
て
い
）
の
長
陵
な
ど
十
三

陵 

）
の
2
ヶ
所
に
陵
墓
が
あ
り
ま
す
。

十
三
陵
の
神
道
は
両
側
に
は
獅
子
、

カ
イ
チ
、
駱
駝
、
象
、
麒
麟
、
馬
そ

れ
ぞ
れ
2
対
の
坐
像
立
像
の
2
4
体

と
武
将
文
臣
の
両
手
で
笏
を
持
つ
者

や
長
剣
を
持
つ
者
な
ど
各
2
対
の
8

体
が
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
。（
写

真
ー
5
）
ま
た
、
獅
子
彫
刻
は
宋
代

を
踏
襲
し
て

い
ま
す
。

　園
林
で
有

名
な
蘇

州

市
・
拙
政
園

（
せ
っ
せ
い

え
ん
）
正
門

前
の
石
獅
は

鼻
が
大
き
く
、

口
は
半
開
き
、

耳
は
垂
れ
、

眉
が
上
が
り
、

目
は
出
目
で
大
き
く
、
額
に
は
幼
な

髪
が
垂
れ
、
頭
髪
は
花
紋
に
彫
飾
さ

れ
、
胸
元
の
首
輪
に
は
鈴
が
下
げ
、

雄
は
玉
を
抱
え
、
雌
は
小
獅
子
を
抱

い
て
い
ま
す
。（
写
真
ー
6
）

　清
代
（
1
6
4
4
〜
1
9
1
1
年
）

に
な
る
と
、

獅
子
は
宮

殿
、
園
林
、

官
庁
、
寺

院
そ
し
て

民
家
な
ど
の
門
前
に
引
き
立
て
役
と

し
て
様
々
な
彫
像
が
多
く
見
ら
れ
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
王
陵
は
瀋
陽
（
旧

奉
天
）
の
関
外
三
陵
（
北
陵
）、
河
北

遵
化
の
東
陵
、
河
北
易
県
の
西
陵
の

3
か
所
で
、北
陵
の
昭
陵（
清
の
太
宗
・

ホ
ン
タ
イ
ジ
）
が
一
番
大
き
く
、
6

対
の
石
獣
が
並
ん
で
置
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
獅
子
の
形
態
は
、
頭
が
大

き
く
、
体
全
体
が
丸
み
を
帯
び
、
足

が
太
く
、
尻
尾
が
短
く
、
鬣
が
ぼ
う

ぼ
う
と
巻
き
上
り
、
活
発
さ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
巻
き
毛
や
鈴
な
ど

の
装
飾
は
繊
細
か
つ
豊
富
で
、
目
、
口
、

鼻
、
尻
尾
の
細
部
ま
で
精
緻
に
彫
刻

が
施
さ
れ
、
中
国
皇
帝
陵
墓
に
最
後

の
一
抹
の
輝
き
を
残
し
て
い
ま
す
。

　以
上
の
よ
う
に
足
で
歩
き
、
目
で

観
て
き
た
い
く
つ
か
の
獅
子
を
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。
日
本
に
も
沢
山
の

獅
子
・
狛
犬
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

目
を
と
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
何
か

問
い
か
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　参

考
文
献
『
中
国
獅
子
紋
飾
集
』

　翻
訳
：
張
孔
明
、
ほ
か
10
書

94

日々を詠む
にち にち よ

《選・評　植木　利衛》

真
夜
中
に
夫
の
寝
息
そ
っ
と
聞
く

 

  

小
松
崎

　倶
江

　夫
婦
像
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
大
き
く
は
離
反
と
寄
り

添
い
に
分
か
れ
よ
う
。
願
わ
く
ば
愛
し
合
い
助
け
合
い
、

息
を
確
か
め
合
う
夫
婦
で
あ
り
た
い
。
い
い
人
生
で
あ
っ

た
な
あ
と
互
い
に
言
い
合
え
る
夫
婦
こ
そ
、
人
生
を
理

想
的
に
全
う
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
南
高
野
町
在
住
）

日立市末広町在住。㈱日立ライフ建設部を定年退職。

現在、ＮＰＯ法人社叢学会会員。

ライフワークとして40余年間”獅子・狛犬の世界”を探求。

また”モンゴルに桜の花を”事業を展開。

オペラ・ミュージカル「日立の玉手箱」公演に向けて活動中。

魅力たっぷり

寺田　誠（てらだ まこと）

「獅子・狛犬の世界」終

写真-2：武氏祠石獅子

写真-4：北京・
天安門前石獅子

写真-3：南京梁平忠候蕭景
墓石獅子

写真-1：｢事｣・｢如｣獅子

写真-5：北京・十三陵石像

写真-6：拙政園
正門前石獅子
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　日
立
市
内
に
存
在
し
た
（
ま
た

は
存
在
す
る
）
漁
港
は
、
図
１
の

よ
う
に
海
岸
線
に
一
定
の
間
隔
で

規
則
的
に
立
地
し
て
い
る
。
か
つ

て
漁
港
で
あ
っ
た
所
も
含
め
て
、

列
挙
す
る
と
、
南
か
ら
、
久
慈
、

水
木
、
河
原
子
、
会
瀬
、
鶴
首
（
又

は
鶴
子
）、
日
高
、
川
尻
、
伊
師
と

あ
る
。
小
さ
な
漁
船
し
か
使
え
な

か
っ
た
明
治
期
以
前
の
漁
民
達
は
、

必
然
的
に
あ
る
条
件
を
満
た
す
場

所
を
選
ん
で
、
漁
港
と
し
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
条
件
と
は
、

小
漁
船
の
出
入
り
に
支
障
が
な
い

場
所
で
、
波
浪
が
防
げ
る
と
同
時

に
、
潮
溜
り
や
磯
が
存
在
す
る
所

で
あ
る
。
か
つ
、
漁
民
が
生
活
す

る
場
所
と
近
接
し
て
い
て
、
往
来

が
し
や
す
い
所
で
あ
る
。

　久
慈
漁
港
を
例
に
み
て
み

よ
う
。
図
２
は
久
慈
漁
港
新

設
前
の
実
測
図
で
あ
る
。
以

前
、
久
慈
川
は
海
岸
部
に
平

行
に
大
き
く
北
に
蛇
行
し
、

海
と
の
境
界
に
は
向
磯
と
い

う
砂
州
が
広
が
っ
て
い
た
。

こ
の
蛇
行
の
先
端
に
旧
久
慈

漁
港
が
あ
っ
た
（
図
３
）。
実
測
図

に
よ
る
と
、
久
慈
漁
港
周
辺
に
は

沖
合
ま
で
多
数
の
磯
（
岩
礁
）
が

発
達
し
て
い
る
。
旧
河
口
に
作
ら

れ
た
堤
防
も
磯
を
用
い
て
築
堤
さ

れ
て
い
る
。
岩
石
を
積
み
上
げ
る

だ
け
の
昔
の
堤
防
は
、
砂
や
軟
質

岩
の
上
で
は
不
安
定
で
す
ぐ
に
崩

れ
て
し
ま
う
の
で
、
硬
い
岩
盤
の

上
に
積
み
上
げ
て
築
堤
し
て
い
る
。

こ
の
時
、
磯
は
貴
重
な
岩
盤
に
な

る
。
昔
の
久
慈
浜
の
様
子
を
撮
影

し
た
写
真
で
も
、
海
岸
部
の
磯
で

多
く
の
人
々
が
潮
干
狩
り
を

楽
し
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
堤
防
で
も
事
情

は
同
じ
で
、
岩
礁
を
利
用
し

て
基
礎
岩
盤
と
し
て
い
る
。

新
久
慈
漁
港
の
築
堤
は
、
渡

波
磯
と
横
根
磯
を
基
礎
岩
盤

と
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
岩
礁
を
作
る
岩

盤
は
ど
ん
な
地
層
で
あ
ろ
う

か
。
現
在
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
周
辺
の
地
層
の

分
布
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
（
図
４
）。
多

賀
層
群
の
泥
岩
は
軟
質
な
の

で
、
岩
礁
と
な
ら
な
い
が
、

日
立
層
群
の
礫
岩
や
一
部
石

灰
化
し
た
砂
岩
は
硬
質
な
の

で
、
岩
礁
を
形
成
す
る
。
こ
れ
が

想
定
さ
れ
る
地
層
で
あ
る
。
か
つ

て
の
磯
の
岩
石
か
現
在
の
沖
合
に

あ
る
磯
の
岩
石
を
鑑
定
で
き
れ
ば
、

こ
の
説
を
証
明
で
き
る
。

　他
の
漁
港
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
研
究
を

郷
土
博
物
館

紀
要
に
ま
と

め

て

い

る

が
、
予
察
的

に
は
、
上
述

し
た
全
て
の

漁
港
は
基
礎

岩
盤
に
日
立

層
群
を
使
っ

て
お
り
、
日

立
層
群
が
海
岸
部
に
規
則
的
に
分

布
し
て
い
る
こ
と
が
、
市
内
漁
港

の
立
地
を
制
約
し
て
い
る
と
言
え

る
。
先
人
の
生
活
の
知
恵
は
見
上

げ
た
も
の
で
あ
る
。

ふるさと探訪ふるさと探訪パートⅡ－パートⅡ－ 7575

地層地形に制約された
　　　日立市内の漁港立地

田切 美智雄
（日立市郷土博物館特別専門員）

図3　久慈漁港昭和初期

図４　久慈河口部地質図

伊師漁港伊師漁港

川尻漁港川尻漁港

日高漁港日高漁港

鶴首漁港鶴首漁港

会瀬漁港会瀬漁港

水木漁港水木漁港

久慈漁港久慈漁港

河原子漁港河原子漁港

図1：
日立市海岸地形と漁港図2：久慈港実測図

　今
年
に
入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
渦
が
日
本
の
み
な
ら
ず

地
球
上
に
吹
き
荒
れ
、
未
だ
終
息

の
気
配
が
見
ら
れ
な
い
。
今
年
度

友
の
会
の
行
事
を
決
め
る
委
員
会

も
持
て
な
い
で
い
る
。
友
の
会
は

人
が
集
っ
て
日
立
市
民
会
館
の
行

事
、
小
旅
行
、
観
劇
等
を
楽
し
み
、

喜
び
を
共
有
す
る
会
で
あ
る
。
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
社
会
の
活

動
、
人
々
の
交
流
も
一
時
期
ス

ト
ッ
プ
、
自
粛
に
よ
り
桜
ま
つ
り

も
中
止
、
そ
れ
で
も
平
和
通
り
の

桜
は
ピ
ン
ク
色
に
咲
き
誇
り
、
今

で
は
深
い
緑
色
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ

る
。
自
然
は
そ
の
ま
ま
変
わ
る
こ

と
な
く
流
れ
る
。
で
も
コ
ロ
ナ
は

何
処
か
に
い
る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

生
活
が
始
ま
る
。
帰
っ
た
ら
手
を

洗
う
、
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
の
飛
沫
を

防
ぐ
、
三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
期
待

し
よ
う
。

　昨
年
の
友
の
会
の
「
三
陸
鉄
道

の
旅
」
で
は
巨
大
地
震
・
津
波
か

ら
の
復
興
を
こ
の
目
で
し
っ
か
り

観
る
こ
と
が
出
来
た
。
人
は
必
ず

い
つ
か
は
そ
れ
な
り
の
生
活
を
取

り
戻
せ
る
と
い
う
光
を
見
た
旅

だ
っ
た
。

　パ
ン
ド
ラ
の
箱
に
は
一
つ
だ
け

「
希
望
」
が
残
っ
た
と
神
話
は
伝
え

る
。
さ
て
次
の
友
の
会
は
い
か
に
？

友
の
会
だ
よ
り
ひ
た
ち
市
民
会
館

友
の
会

友
の
会
と
コ
ロ
ナ
禍

委
員

　長
山

　和
子

む
こ
う
な
ぎ
さ

（4）

に
詰
め
る
方
も
い
れ
ば
東
京
や
埼

玉
、
千
葉
な
ど
の
遠
方
か
ら
大
量

の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
持
参
し
て
汲
ん

で
帰
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　
　
　

 

豆
腐
作
り
は
、
大
豆
を
一

晩
水
に
漬
け
て
膨
ら
ま
せ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
漬
け
る
水
の
温

度
が
重
要
で
、
季
節
に
よ
っ
て
水

温
や
漬
け
る
時
間
を
細
か
く
調
整

し
て
い
ま

す
。
吸
水

さ
せ
た
大

豆
を
す
っ

て
、
煮
釜

で
煮
て
搾

る
と
豆
乳

が
出
て
き

ま
す
。

   

寸

胴
に
豆
乳

を
入
れ
て

に
が
り
を

加
え
な
が

ら
手
作
業

で
撹
拌
し
、

固
ま
っ
た

も
の
を
そ

の
ま
ま
す
く
っ
て
入
れ
れ
ば
寄
せ

豆
腐
に
、
型
枠
に
崩
し
入
れ
て
圧

を
加
え
れ
ば
木
綿
豆
腐
に
な
り
ま

す
。
う
ち
の
豆
腐
は
余
計
な
も
の

を
混
ぜ
て
お
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の

製
法
で
作
っ
て
い
ま
す
。
大
豆
は

地
元
産
の
も
の
を
、
に
が
り
は
天

然
物
を
使
い
、
保
存
料
は
一
切
入

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
濃
厚
な
味

わ
い
が
ご

好
評
頂
い

て
い
ま
す
。

よ
く
売
れ

る
の
は
や

は
り
豆
腐

で
す
が
、

お
か
ら
の

ド
ー
ナ
ツ
、

豆
腐
の
ふ
わ
ふ
わ
揚
げ
、
厚
揚
げ

な
ど
も
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　

 

お
客
様
は
連
休
に
な
る
と

２
０
０
人
前
後
、
多
い
と
き
は
３

０
０
人
超
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
レ
ジ
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
人
数

な
の
で
、
お
連
れ
の
方
を
含
め
る

と
実
数
は
も
っ
と
増
え
ま
す
ね
。

春
と
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
特
に

混
雑
し
ま
す
。
こ
こ
の
豆
腐
を
買

う
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
水
戸
や
笠
間

か
ら
買
い
に
来
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
店
は
７
名
の

従
業
員
で
回
し
て
い
ま
す
。
専
門

技
術
が
必
要
な
豆
腐
作
り
や
揚
げ

物
の
係
り
は
専
任
と
し
て
従
事
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

湧
き
水
を
豆
腐
以
外
に
も

活
か
し
た
い
と
い
う
の
と
、
こ
の

近
辺
に
飲
食
店
が
な
か
っ
た
と
い

う
事
情
が
あ
り
、
平
成
三
十
一
年

三
月
に
そ
ば
処
入
四
間
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
勿
論
そ
ば
粉
は
常

陸
秋
そ
ば
を
使
っ
て
い
ま
す
。
現

在
十
種
余
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
扱
っ

て
い
ま
す
が
、
特
に
お
勧
め
な
の

が
海
老
天
や
か
き
揚
げ
蕎
麦
で
す
。

か
き
揚
げ
は
か
さ
を
高
く
し
て
、

日
立
の
大
煙
突
を
連
想
さ
せ
る
見

た
目
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冷

た
い
蕎
麦
に
は
と
う
ふ
工
房
で
で

き
た
豆
乳
を
出
し
て
い
ま
す
。
豆

乳
を
つ
け
だ
れ
に
入
れ
る
と
味
わ

い
に
ま
ろ
や
か
さ
が
増
し
、
こ
こ

で
し
か
味
わ
え
な
い
と
大
変
好
評

で
す
。
ま
た
、
全
て
の
蕎
麦
に
寄

せ
豆
腐
を
つ
け
て
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

昨
今
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

お
客
様
の
数
も
大
き
く
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
６
月
に
な
っ
て
若

干
戻
り
ま
し
た
が
、
７
月
は
長
雨

に
よ
り
平
年
の
客
数
ま
で
に
は

戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
感
染
予
防
対

策
と
し
て
、
店
内
の
常
時
換
気
、

お
客
様
へ
の
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク

着
用
の
お
願
い
、
食
事
後
の
テ
ー

ブ
ル
の
消
毒
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
お
品
書
き
も
和
紙
製
で
し

た
が
、
消
毒
作
業
に
対
応
で
き
る

よ
う
ラ
ミ
ネ
ー
ト
の
も
の
に
変
え

ま
し
た
。
秋
に
な
る
と
こ
の
辺
り

は
紅
葉
が
と
て
も
綺
麗
な
の
で
、

そ
の
頃
に
は
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て

賑
わ
い
が
戻
っ
て
い
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

今
の
店
舗
が
手
狭
な
の
で
、

将
来
的
に
は
増
築
を
し
て
生
産
能

力
を
上
げ
た
い
で
す
ね
。
た
だ
販

路
の
拡
大
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
場
所
と
作
り
方

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

喜
ば
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
の
味
を
守
り
続
け
、
こ

の
先
も
ず
っ
と
お
客
様
に
親
し
ま

れ
る
お
店
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

 

と
う
ふ
工
房
の
敷
地

内
で
汲
め
る
湧
き
水
は
、
元
々

は
今
よ
り
も
上
の
道
路
脇
に

出
て
い
た
木
の
根
坂
湧
水
で

す
。
水
の
管
理
を
し
て
い
る

入
四
間
宿
の
水
利
組
合
さ
ん

の
ご
厚
意
の
元
、
豆
腐
作
り
や
蕎

麦
打
ち
に
も
使
わ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
湧
き
水
を
貯
水
槽
に
一
度

溜
め
る
と
ど
う
し
て
も
菌
が
発
生

し
や
す
く
な
る
た
め
、
敷
地
に
送

る
ま
で
空
気
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
を
最

小
限
に
抑
え
て
い
ま
す
。
近
場
か

ら
来
て
手
持
ち
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

「
御
岩
山
の
麓
の
名
水
で
作
る
豆
腐
と
蕎
麦
」

My   仕 事 120

　日
立
中
央
イ
ン
タ
ー
前
の
道
を
西
に
向
か
い
、

本
山
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
進
む
と
ほ
ど
な
く

道
沿
い
に
見
え
て
く
る
の
が
「
と
う
ふ
工
房 

名
水

亭
な
か
里
」
と
「
そ
ば
処 

入
四
間
」
だ
。
ど
ち
ら

も
常
陸
農
業
協
同
組
合
が
運
営
し
て
お
り
、
開
店

以
来
多
く
の
お
客
様
に
愛
さ
れ
な
が
ら
営
業
を

続
け
て
い
る
。
ま
た
敷
地
内
で
汲
め
る
湧
き
水
は

名
水
と
の
評
判
が
高
く
、
そ
れ
を
求
め
て
訪
れ
る

人
が
絶
え
な
い
。
セ
ン
タ
ー
長
の
萩
谷
さ
ん
に
お

会
い
し
、
こ
の
地
で
豆
腐
と
蕎
麦
を
作
る
こ
と

へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
を
伺
っ
た
。

常陸農業協同組合
十王営農経済センター
センター長

萩谷　勇治さん
（入四間町）

清潔感のある広 と々した店内

豊富な水量の湧き水 大きな看板が目印

大豆を圧力釜で煮る店内には商品がところ狭しと並ぶ

そば処入四間

とうふ工房名水亭なか里



（5）

　日
立
市
内
に
存
在
し
た
（
ま
た

は
存
在
す
る
）
漁
港
は
、
図
１
の

よ
う
に
海
岸
線
に
一
定
の
間
隔
で

規
則
的
に
立
地
し
て
い
る
。
か
つ

て
漁
港
で
あ
っ
た
所
も
含
め
て
、

列
挙
す
る
と
、
南
か
ら
、
久
慈
、

水
木
、
河
原
子
、
会
瀬
、
鶴
首
（
又

は
鶴
子
）、
日
高
、
川
尻
、
伊
師
と

あ
る
。
小
さ
な
漁
船
し
か
使
え
な

か
っ
た
明
治
期
以
前
の
漁
民
達
は
、

必
然
的
に
あ
る
条
件
を
満
た
す
場

所
を
選
ん
で
、
漁
港
と
し
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
条
件
と
は
、

小
漁
船
の
出
入
り
に
支
障
が
な
い

場
所
で
、
波
浪
が
防
げ
る
と
同
時

に
、
潮
溜
り
や
磯
が
存
在
す
る
所

で
あ
る
。
か
つ
、
漁
民
が
生
活
す

る
場
所
と
近
接
し
て
い
て
、
往
来

が
し
や
す
い
所
で
あ
る
。

　久
慈
漁
港
を
例
に
み
て
み

よ
う
。
図
２
は
久
慈
漁
港
新

設
前
の
実
測
図
で
あ
る
。
以

前
、
久
慈
川
は
海
岸
部
に
平

行
に
大
き
く
北
に
蛇
行
し
、

海
と
の
境
界
に
は
向
磯
と
い

う
砂
州
が
広
が
っ
て
い
た
。

こ
の
蛇
行
の
先
端
に
旧
久
慈

漁
港
が
あ
っ
た
（
図
３
）。
実
測
図

に
よ
る
と
、
久
慈
漁
港
周
辺
に
は

沖
合
ま
で
多
数
の
磯
（
岩
礁
）
が

発
達
し
て
い
る
。
旧
河
口
に
作
ら

れ
た
堤
防
も
磯
を
用
い
て
築
堤
さ

れ
て
い
る
。
岩
石
を
積
み
上
げ
る

だ
け
の
昔
の
堤
防
は
、
砂
や
軟
質

岩
の
上
で
は
不
安
定
で
す
ぐ
に
崩

れ
て
し
ま
う
の
で
、
硬
い
岩
盤
の

上
に
積
み
上
げ
て
築
堤
し
て
い
る
。

こ
の
時
、
磯
は
貴
重
な
岩
盤
に
な

る
。
昔
の
久
慈
浜
の
様
子
を
撮
影

し
た
写
真
で
も
、
海
岸
部
の
磯
で

多
く
の
人
々
が
潮
干
狩
り
を

楽
し
ん
で
い
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
堤
防
で
も
事
情

は
同
じ
で
、
岩
礁
を
利
用
し

て
基
礎
岩
盤
と
し
て
い
る
。

新
久
慈
漁
港
の
築
堤
は
、
渡

波
磯
と
横
根
磯
を
基
礎
岩
盤

と
し
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
岩
礁
を
作
る
岩

盤
は
ど
ん
な
地
層
で
あ
ろ
う

か
。
現
在
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
周
辺
の
地
層
の

分
布
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
（
図
４
）。
多

賀
層
群
の
泥
岩
は
軟
質
な
の

で
、
岩
礁
と
な
ら
な
い
が
、

日
立
層
群
の
礫
岩
や
一
部
石

灰
化
し
た
砂
岩
は
硬
質
な
の

で
、
岩
礁
を
形
成
す
る
。
こ
れ
が

想
定
さ
れ
る
地
層
で
あ
る
。
か
つ

て
の
磯
の
岩
石
か
現
在
の
沖
合
に

あ
る
磯
の
岩
石
を
鑑
定
で
き
れ
ば
、

こ
の
説
を
証
明
で
き
る
。

　他
の
漁
港
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
研
究
を

郷
土
博
物
館

紀
要
に
ま
と

め

て

い

る

が
、
予
察
的

に
は
、
上
述

し
た
全
て
の

漁
港
は
基
礎

岩
盤
に
日
立

層
群
を
使
っ

て
お
り
、
日

立
層
群
が
海
岸
部
に
規
則
的
に
分

布
し
て
い
る
こ
と
が
、
市
内
漁
港

の
立
地
を
制
約
し
て
い
る
と
言
え

る
。
先
人
の
生
活
の
知
恵
は
見
上

げ
た
も
の
で
あ
る
。

ふるさと探訪ふるさと探訪パートⅡ－パートⅡ－ 7575

地層地形に制約された
　　　日立市内の漁港立地

田切 美智雄
（日立市郷土博物館特別専門員）

図3　久慈漁港昭和初期

図４　久慈河口部地質図

伊師漁港伊師漁港

川尻漁港川尻漁港

日高漁港日高漁港

鶴首漁港鶴首漁港

会瀬漁港会瀬漁港

水木漁港水木漁港

久慈漁港久慈漁港

河原子漁港河原子漁港

図1：
日立市海岸地形と漁港図2：久慈港実測図

　今
年
に
入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
渦
が
日
本
の
み
な
ら
ず

地
球
上
に
吹
き
荒
れ
、
未
だ
終
息

の
気
配
が
見
ら
れ
な
い
。
今
年
度

友
の
会
の
行
事
を
決
め
る
委
員
会

も
持
て
な
い
で
い
る
。
友
の
会
は

人
が
集
っ
て
日
立
市
民
会
館
の
行

事
、
小
旅
行
、
観
劇
等
を
楽
し
み
、

喜
び
を
共
有
す
る
会
で
あ
る
。
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
社
会
の
活

動
、
人
々
の
交
流
も
一
時
期
ス

ト
ッ
プ
、
自
粛
に
よ
り
桜
ま
つ
り

も
中
止
、
そ
れ
で
も
平
和
通
り
の

桜
は
ピ
ン
ク
色
に
咲
き
誇
り
、
今

で
は
深
い
緑
色
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ

る
。
自
然
は
そ
の
ま
ま
変
わ
る
こ

と
な
く
流
れ
る
。
で
も
コ
ロ
ナ
は

何
処
か
に
い
る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

生
活
が
始
ま
る
。
帰
っ
た
ら
手
を

洗
う
、
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
の
飛
沫
を

防
ぐ
、
三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
期
待

し
よ
う
。

　昨
年
の
友
の
会
の
「
三
陸
鉄
道

の
旅
」
で
は
巨
大
地
震
・
津
波
か

ら
の
復
興
を
こ
の
目
で
し
っ
か
り

観
る
こ
と
が
出
来
た
。
人
は
必
ず

い
つ
か
は
そ
れ
な
り
の
生
活
を
取

り
戻
せ
る
と
い
う
光
を
見
た
旅

だ
っ
た
。

　パ
ン
ド
ラ
の
箱
に
は
一
つ
だ
け

「
希
望
」
が
残
っ
た
と
神
話
は
伝
え

る
。
さ
て
次
の
友
の
会
は
い
か
に
？

友
の
会
だ
よ
り
ひ
た
ち
市
民
会
館

友
の
会

友
の
会
と
コ
ロ
ナ
禍

委
員

　長
山

　和
子

む
こ
う
な
ぎ
さ

（4）

に
詰
め
る
方
も
い
れ
ば
東
京
や
埼

玉
、
千
葉
な
ど
の
遠
方
か
ら
大
量

の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
持
参
し
て
汲
ん

で
帰
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　
　
　

 

豆
腐
作
り
は
、
大
豆
を
一

晩
水
に
漬
け
て
膨
ら
ま
せ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
漬
け
る
水
の
温

度
が
重
要
で
、
季
節
に
よ
っ
て
水

温
や
漬
け
る
時
間
を
細
か
く
調
整

し
て
い
ま

す
。
吸
水

さ
せ
た
大

豆
を
す
っ

て
、
煮
釜

で
煮
て
搾

る
と
豆
乳

が
出
て
き

ま
す
。

   

寸

胴
に
豆
乳

を
入
れ
て

に
が
り
を

加
え
な
が

ら
手
作
業

で
撹
拌
し
、

固
ま
っ
た

も
の
を
そ

の
ま
ま
す
く
っ
て
入
れ
れ
ば
寄
せ

豆
腐
に
、
型
枠
に
崩
し
入
れ
て
圧

を
加
え
れ
ば
木
綿
豆
腐
に
な
り
ま

す
。
う
ち
の
豆
腐
は
余
計
な
も
の

を
混
ぜ
て
お
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の

製
法
で
作
っ
て
い
ま
す
。
大
豆
は

地
元
産
の
も
の
を
、
に
が
り
は
天

然
物
を
使
い
、
保
存
料
は
一
切
入

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
濃
厚
な
味

わ
い
が
ご

好
評
頂
い

て
い
ま
す
。

よ
く
売
れ

る
の
は
や

は
り
豆
腐

で
す
が
、

お
か
ら
の

ド
ー
ナ
ツ
、

豆
腐
の
ふ
わ
ふ
わ
揚
げ
、
厚
揚
げ

な
ど
も
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　

 

お
客
様
は
連
休
に
な
る
と

２
０
０
人
前
後
、
多
い
と
き
は
３

０
０
人
超
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
レ
ジ
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
人
数

な
の
で
、
お
連
れ
の
方
を
含
め
る

と
実
数
は
も
っ
と
増
え
ま
す
ね
。

春
と
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
特
に

混
雑
し
ま
す
。
こ
こ
の
豆
腐
を
買

う
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
水
戸
や
笠
間

か
ら
買
い
に
来
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
店
は
７
名
の

従
業
員
で
回
し
て
い
ま
す
。
専
門

技
術
が
必
要
な
豆
腐
作
り
や
揚
げ

物
の
係
り
は
専
任
と
し
て
従
事
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

湧
き
水
を
豆
腐
以
外
に
も

活
か
し
た
い
と
い
う
の
と
、
こ
の

近
辺
に
飲
食
店
が
な
か
っ
た
と
い

う
事
情
が
あ
り
、
平
成
三
十
一
年

三
月
に
そ
ば
処
入
四
間
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
勿
論
そ
ば
粉
は
常

陸
秋
そ
ば
を
使
っ
て
い
ま
す
。
現

在
十
種
余
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
扱
っ

て
い
ま
す
が
、
特
に
お
勧
め
な
の

が
海
老
天
や
か
き
揚
げ
蕎
麦
で
す
。

か
き
揚
げ
は
か
さ
を
高
く
し
て
、

日
立
の
大
煙
突
を
連
想
さ
せ
る
見

た
目
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冷

た
い
蕎
麦
に
は
と
う
ふ
工
房
で
で

き
た
豆
乳
を
出
し
て
い
ま
す
。
豆

乳
を
つ
け
だ
れ
に
入
れ
る
と
味
わ

い
に
ま
ろ
や
か
さ
が
増
し
、
こ
こ

で
し
か
味
わ
え
な
い
と
大
変
好
評

で
す
。
ま
た
、
全
て
の
蕎
麦
に
寄

せ
豆
腐
を
つ
け
て
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

昨
今
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

お
客
様
の
数
も
大
き
く
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
６
月
に
な
っ
て
若

干
戻
り
ま
し
た
が
、
７
月
は
長
雨

に
よ
り
平
年
の
客
数
ま
で
に
は

戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
感
染
予
防
対

策
と
し
て
、
店
内
の
常
時
換
気
、

お
客
様
へ
の
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク

着
用
の
お
願
い
、
食
事
後
の
テ
ー

ブ
ル
の
消
毒
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
お
品
書
き
も
和
紙
製
で
し

た
が
、
消
毒
作
業
に
対
応
で
き
る

よ
う
ラ
ミ
ネ
ー
ト
の
も
の
に
変
え

ま
し
た
。
秋
に
な
る
と
こ
の
辺
り

は
紅
葉
が
と
て
も
綺
麗
な
の
で
、

そ
の
頃
に
は
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て

賑
わ
い
が
戻
っ
て
い
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

今
の
店
舗
が
手
狭
な
の
で
、

将
来
的
に
は
増
築
を
し
て
生
産
能

力
を
上
げ
た
い
で
す
ね
。
た
だ
販

路
の
拡
大
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
場
所
と
作
り
方

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

喜
ば
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
の
味
を
守
り
続
け
、
こ

の
先
も
ず
っ
と
お
客
様
に
親
し
ま

れ
る
お
店
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

 

と
う
ふ
工
房
の
敷
地

内
で
汲
め
る
湧
き
水
は
、
元
々

は
今
よ
り
も
上
の
道
路
脇
に

出
て
い
た
木
の
根
坂
湧
水
で

す
。
水
の
管
理
を
し
て
い
る

入
四
間
宿
の
水
利
組
合
さ
ん

の
ご
厚
意
の
元
、
豆
腐
作
り
や
蕎

麦
打
ち
に
も
使
わ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
湧
き
水
を
貯
水
槽
に
一
度

溜
め
る
と
ど
う
し
て
も
菌
が
発
生

し
や
す
く
な
る
た
め
、
敷
地
に
送

る
ま
で
空
気
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
を
最

小
限
に
抑
え
て
い
ま
す
。
近
場
か

ら
来
て
手
持
ち
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

「
御
岩
山
の
麓
の
名
水
で
作
る
豆
腐
と
蕎
麦
」

My   仕 事 120

　日
立
中
央
イ
ン
タ
ー
前
の
道
を
西
に
向
か
い
、

本
山
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
進
む
と
ほ
ど
な
く

道
沿
い
に
見
え
て
く
る
の
が
「
と
う
ふ
工
房 

名
水

亭
な
か
里
」
と
「
そ
ば
処 

入
四
間
」
だ
。
ど
ち
ら

も
常
陸
農
業
協
同
組
合
が
運
営
し
て
お
り
、
開
店

以
来
多
く
の
お
客
様
に
愛
さ
れ
な
が
ら
営
業
を

続
け
て
い
る
。
ま
た
敷
地
内
で
汲
め
る
湧
き
水
は

名
水
と
の
評
判
が
高
く
、
そ
れ
を
求
め
て
訪
れ
る

人
が
絶
え
な
い
。
セ
ン
タ
ー
長
の
萩
谷
さ
ん
に
お

会
い
し
、
こ
の
地
で
豆
腐
と
蕎
麦
を
作
る
こ
と

へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
を
伺
っ
た
。

常陸農業協同組合
十王営農経済センター
センター長

萩谷　勇治さん
（入四間町）

清潔感のある広 と々した店内

豊富な水量の湧き水 大きな看板が目印

大豆を圧力釜で煮る店内には商品がところ狭しと並ぶ

そば処入四間

とうふ工房名水亭なか里
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　子
ど
も
の
頃
「
流
れ
星

が
消
え
る
前
に
願
い
事
を
3
回
言

え
た
ら
願
い
が
か
な
う
。」
と
い
う

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

か
？　私

も
素
直
な
子
ど
も
で
し
た
の

で
、
何
度
も
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、
1
度
も
成
功
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
皆
さ
ん

は
ど
う
で
す
か
。）

　成
功
で
き
な
い
理
由
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
流
れ
星
が
見

え
る
時
間
が
短
い
か
ら
で

す
。
何
秒
に
も
わ
た
っ

て
流
れ
星
が
見
え
る
こ

と
は
稀
で
す
。
し
か
も
、

い
つ
見
え
る
か
わ
か
ら

な
い
の
で
す
か
ら
流
れ

星
を
見
つ
け
る
こ
と
さ

え
難
し
い
の
で
す
。

　し
か
し
、
あ
る
期
間
だ

け
比
較
的
容
易
に
流
れ
星
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
れ
は
、
流
星
群
の
極
大
日
（
流

星
が
た
く
さ
ん
流
れ
る
と
い
わ
れ

る
日
）
で
す
。
特
に
有
名
な
の
は

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
8
月
中
旬
の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座

流
星
群
で
す
。（
今
年
は
８
月
12
日

22
時
〜
13
日
明
け
方
が
ピ
ー
ク
で

す
。）

　し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
季
節
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
流
星
群
が

あ
り
ま
す
。
12
月
の
ふ
た
ご
座
流

星
群
、1
月
の
し
ぶ
ん
ぎ
（
四
分
儀
）

座
流
星
群
で
す
。
ペ
ル
セ
ウ
ス
座

流
星
群
と
並
ん
で
３
大
流
星
群
と

言
わ
れ
、
１
時
間
に
数
個
か
ら
数

十
個
の
流
れ
星
が
流
れ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

　で
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
流
れ

星
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
綺
麗

な
尾
を
引
く
彗
星
を
見
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
代
表
的

な
の
は
「
ハ
レ
ー
彗
星
」
で
す
ね
。

１
９
８
６
年
に
接
近
し
た
時
に
見

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
以
外
に

も
地
球
が
太
陽
の
周
り

を
公
転
す
る
軌
道
近
く

を
通
過
す
る
彗
星
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
に
彗
星
た
ち

は
地
球
の
軌
道
上
に

小
さ
な
塵
を
ま
き
散

ら
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
塵
の
中
を
地
球
が
通

る
と
き
に
大
気
中
に
塵
が

飛
び
込
ん
で
き
て
流
れ
星
に

な
り
ま
す
。
彗
星
の
通
り
道
を
地

球
が
横
切
る
日
は
毎
年
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
毎
年
同
じ
時

期
に
流
星
群
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

塵
が
濃
い
と
こ
ろ
を
地
球
が
通
る

年
は
、
た
く
さ
ん
流
れ
星
が
見
え

ま
す
。
こ
の
た
め
、
年
に
よ
っ
て

多
く
の
流
れ
星
を
見
ら
れ
る
年
と

少
な
い
年
が
あ
る
の
で
す
。
ち
な

み
に
流
れ
星
は
燃
え
て
光
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
上
層
の
大
気
原

子
や
分
子
と
衝
突
し
て
プ
ラ
ズ
マ

発
光
し
て
い
る
の
で
す
。

　し
か
し
、
例
年
比
較
的
流
れ
星

が
少
な
い
流
星
群
で
も
時
に
大
流

星
群
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
１
年
の
し
し
座
流
星
群
が

そ
う
で
し
た
。
そ
の
時
は
１
時
間

に
な
ん
と
数
百
〜
数
千
個
の
流
れ

星
が
見
ら
れ
、
流
れ
星
が
雨
の
降

る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
流

星
雨
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
中
に
も
ご
記
憶
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　流
星
群
の
時
は
多
く
の
流
れ
星

が
見
ら
れ
る
の
で
、
願
い
事
を
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
グ
ッ
と
増
え
ま
す
。

　た
だ
し
、
一
つ
の
流
れ
星
が
見

え
る
時
間
は
短
い
の
で
早
口
の
練

習
を
し
ま
し
ょ
う
。
私
な
ら
「
金
・

金
・
金
」
で
す
ね
。

　え
っ
、
皆
さ
ん
勘
違
い
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
日
本
に
た
く
さ
ん
金
メ
ダ
ル
を

取
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
よ
。
そ
の

前
に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
願
い
ま
し
ょ
う
。

星
に
願
い
を 

!!

4

てんきゅう

◆ お 問 合 せ ： 日 立 シ ビ ッ ク セ ン タ ー 　 ☎ 0 2 9 4 － 2 4 － 7 7 2 0

千住真理子
リサイタル

とき：9月6日（日）
［昼の部］13：00 ［夜の部］17：30
※休憩なし　公演時間６０分程度を
　予定しております。

©Kiyotaka Saito（SCOPE） 会場： 日立シビックセンター音楽ホール

～スペシャルゲスト 千住 明～

　作曲家 千住 明をゲストに迎え、千住真理子の
演奏で特別なひとときを贈ります。
※茨城県のガイドラインに基づき、お客様同士の適切な
　距離を確保するため、座席の間隔を広くしております。

出演：千住真理子（ヴァイオリニスト）
　　　山洞　智（ピアニスト）
　　　千住　明（作曲家）

チケットは8/12（水）10：00～　電話
予約　※詳しくは、財団ホームペー
ジをご確認ください。

バギーコンサート

8月28日（金）13：00開演

～チェロとピアノ～

出演：岡田悠紀（チェロ）╱長谷部栄子（ピアノ）
会場：日立シビックセンター多用途ホール
お申込み受付中　※先着50人

※シビックセンターホームページからお申込みいただけます。

親子のためのコンサート。0歳のお子様から
バギー（ベビーカー）のまま一緒にお楽しみ
いただけます。

日立シビックセンター 催し物のご案内

鑑賞無料
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　私
が
手
話
担
当
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
ピ
ッ
ピ

コ
ン
サ
ー
ト
に
携
わ
っ

て
約
二
十
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
活
動
を
通
し
て
、

ピ
ッ
ピ
コ
ン
サ
ー
ト
に

思
い
を
寄
せ
る
様
々
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
ピ
ッ
ピ
コ
ン

サ
ー
ト
に
詩
を
応
募
し

て
く
だ
さ
る
方
々
が
詩

に
込
め
た
「
想
い
」
に

触
れ
た
と
き
、
私
の
中
に
様
々
な

感
情
が
湧
い
て
心
が
動
か
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
緒
に
活
動
す
る
ス

タ
ッ
フ
は
、
年
齢
層
も
職
業
も
様
々

で
す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て

作
詞
者
の
想
い
を
多
く
の
人
に
届

け
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
共
有
し
、

協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
人

と
繋
が
り
、
心
の
交
流
が
で
き
た

こ
と
が
、
長
く
活
動
を
続
け
て
い

る
理
由
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　現

在
は
、
今
年
七
歳
に
な
る
息

子
と
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
息
子
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
私

に
付
き
合
っ
て
活
動
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
ピ
ッ
ピ
の
歌
を
聴
き

な
が
ら
育
ち
、
気
に
入
っ
た
フ
レ
ー

ズ
を
自
然
と
口
ず
さ
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
歌
を
通
し
て
詩
の
内

容
を
感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
よ
う
で
、
歌
詞
の
内
容

や
解
釈
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
緒
に
活
動
す
る
ス

タ
ッ
フ
と
の
交
流
も
楽
し
み
な
よ

う
で
、
年
上
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
ス
タ
ッ
フ
に
相
手
を
し
て
も

ら
い
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

吸
収
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
力
を
尽
く
す
に
は
ま
だ
幼
い

息
子
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ー
ラ

ス
な
ど
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
ピ
ッ
ピ
」
は
息
子
に
と
っ
て
楽
し

い
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　最
近
改
め
て
、
車
椅
子
を
利
用

し
て
い
る
方
や
盲
導
犬
と
一
緒
の

方
々
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
息
子

に
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、「
ど
う
っ

て
？
別
に
。
フ
ツ
ー
だ
よ
。
い
ろ

い
ろ
話
し
て
楽
し
い
よ
。」
と
い
う

返
答
で
し
た
。
自
然
に
相
手
を
受

け
入
れ
て
い
る
態
度
に
、
特
別
な

存
在
で
は
な
く
自
然
体
で
お
互
い

を
尊
重
で
き
る
関
係
を
、
息
子
な

り
に
築
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　ピ
ッ
ピ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
私
と

息
子
の
心
を
成
長
さ
せ
、
人
生
を

豊
か
に
す
る
大
切
な
活
動
で
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
に
参
加
し

て
く
れ
る
方
を
い
つ
で
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

根
本
教
子

：

第
10
回
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
手
話

担
当
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。

根
本
榮
多
（
え
い
た
）

：

小
学
１
年
生
。
４
歳

で
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
デ
ビ
ュ
ー
。

終

～スタッフから思いを伝えたい～

◆お問合せ：日立市民会館　☎0294 ー 22 ー 6481◆お問合せ：多賀市民会館　☎0294 ー 34 ー 1727

練習風景。真剣な顔です

息子さんと大切な時間

スタッフの皆さんと

市民会館 催し物のご案内

ザ・ニュースペーパー2020
in 日立

8月10日（月・祝）

11月29日（日）①14：00 ②17：30  開演
（2回公演）

社会風刺コント集団ザ・ニュースペーパーが日立に見参!!
抱腹絶倒のステージをお楽しみに!

多賀市民プラザ
広場※雨天の場合は多賀

　市民会館ホール

主　催：公益財団法人日立市民科学文化財団、日立市視聴覚センター
協　賛：株式会社 岡部工務店
協　力：大久保学区コミュニティ推進会、多賀地区連合商店会

ご来場の皆様へ
新型コロナウイルス感染
拡大防止対策にご協力を
お願いいたします。

会場会場

日立市民会館ホール会場会場

一般 4,500円（友の会会員4,300円）会場入場料

18：00時間開場 （全席自由120席）

・マスクの着用
・手指の消毒、手洗い、咳エチケット
・お客様同士の適切な距離の確保（1m以上）　
・会場内受付での検温

ペット2

料無場入
19：00～時間上映

※電話申し込みが必要です。
 8月2日（日）午前10時～受付
（多賀市民会館）
　☎0294ー34ー1727

夏休み夏休み

親子映画会
with ひたちシネマスペシャル
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す
。
12
月
の
ふ
た
ご
座
流

星
群
、1
月
の
し
ぶ
ん
ぎ
（
四
分
儀
）

座
流
星
群
で
す
。
ペ
ル
セ
ウ
ス
座

流
星
群
と
並
ん
で
３
大
流
星
群
と

言
わ
れ
、
１
時
間
に
数
個
か
ら
数

十
個
の
流
れ
星
が
流
れ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

　で
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
流
れ

星
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
綺
麗

な
尾
を
引
く
彗
星
を
見
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
代
表
的

な
の
は
「
ハ
レ
ー
彗
星
」
で
す
ね
。

１
９
８
６
年
に
接
近
し
た
時
に
見

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
以
外
に

も
地
球
が
太
陽
の
周
り

を
公
転
す
る
軌
道
近
く

を
通
過
す
る
彗
星
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
に
彗
星
た
ち

は
地
球
の
軌
道
上
に

小
さ
な
塵
を
ま
き
散

ら
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
塵
の
中
を
地
球
が
通

る
と
き
に
大
気
中
に
塵
が

飛
び
込
ん
で
き
て
流
れ
星
に

な
り
ま
す
。
彗
星
の
通
り
道
を
地

球
が
横
切
る
日
は
毎
年
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
毎
年
同
じ
時

期
に
流
星
群
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

塵
が
濃
い
と
こ
ろ
を
地
球
が
通
る

年
は
、
た
く
さ
ん
流
れ
星
が
見
え

ま
す
。
こ
の
た
め
、
年
に
よ
っ
て

多
く
の
流
れ
星
を
見
ら
れ
る
年
と

少
な
い
年
が
あ
る
の
で
す
。
ち
な

み
に
流
れ
星
は
燃
え
て
光
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
上
層
の
大
気
原

子
や
分
子
と
衝
突
し
て
プ
ラ
ズ
マ

発
光
し
て
い
る
の
で
す
。

　し
か
し
、
例
年
比
較
的
流
れ
星

が
少
な
い
流
星
群
で
も
時
に
大
流

星
群
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
１
年
の
し
し
座
流
星
群
が

そ
う
で
し
た
。
そ
の
時
は
１
時
間

に
な
ん
と
数
百
〜
数
千
個
の
流
れ

星
が
見
ら
れ
、
流
れ
星
が
雨
の
降

る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
流

星
雨
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
中
に
も
ご
記
憶
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　流
星
群
の
時
は
多
く
の
流
れ
星

が
見
ら
れ
る
の
で
、
願
い
事
を
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
グ
ッ
と
増
え
ま
す
。

　た
だ
し
、
一
つ
の
流
れ
星
が
見

え
る
時
間
は
短
い
の
で
早
口
の
練

習
を
し
ま
し
ょ
う
。
私
な
ら
「
金
・

金
・
金
」
で
す
ね
。

　え
っ
、
皆
さ
ん
勘
違
い
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
日
本
に
た
く
さ
ん
金
メ
ダ
ル
を

取
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
よ
。
そ
の

前
に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
願
い
ま
し
ょ
う
。

星
に
願
い
を 

!!
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てんきゅう

◆ お 問 合 せ ： 日 立 シ ビ ッ ク セ ン タ ー 　 ☎ 0 2 9 4 － 2 4 － 7 7 2 0

千住真理子
リサイタル

とき：9月6日（日）
［昼の部］13：00 ［夜の部］17：30
※休憩なし　公演時間６０分程度を
　予定しております。

©Kiyotaka Saito（SCOPE） 会場： 日立シビックセンター音楽ホール

～スペシャルゲスト 千住 明～

　作曲家 千住 明をゲストに迎え、千住真理子の
演奏で特別なひとときを贈ります。
※茨城県のガイドラインに基づき、お客様同士の適切な
　距離を確保するため、座席の間隔を広くしております。

出演：千住真理子（ヴァイオリニスト）
　　　山洞　智（ピアニスト）
　　　千住　明（作曲家）

チケットは8/12（水）10：00～　電話
予約　※詳しくは、財団ホームペー
ジをご確認ください。

バギーコンサート

8月28日（金）13：00開演

～チェロとピアノ～

出演：岡田悠紀（チェロ）╱長谷部栄子（ピアノ）
会場：日立シビックセンター多用途ホール
お申込み受付中　※先着50人

※シビックセンターホームページからお申込みいただけます。

親子のためのコンサート。0歳のお子様から
バギー（ベビーカー）のまま一緒にお楽しみ
いただけます。

日立シビックセンター 催し物のご案内

鑑賞無料
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　私
が
手
話
担
当
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
ピ
ッ
ピ

コ
ン
サ
ー
ト
に
携
わ
っ

て
約
二
十
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
活
動
を
通
し
て
、

ピ
ッ
ピ
コ
ン
サ
ー
ト
に

思
い
を
寄
せ
る
様
々
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
ピ
ッ
ピ
コ
ン

サ
ー
ト
に
詩
を
応
募
し

て
く
だ
さ
る
方
々
が
詩

に
込
め
た
「
想
い
」
に

触
れ
た
と
き
、
私
の
中
に
様
々
な

感
情
が
湧
い
て
心
が
動
か
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
緒
に
活
動
す
る
ス

タ
ッ
フ
は
、
年
齢
層
も
職
業
も
様
々

で
す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て

作
詞
者
の
想
い
を
多
く
の
人
に
届

け
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
共
有
し
、

協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
人

と
繋
が
り
、
心
の
交
流
が
で
き
た

こ
と
が
、
長
く
活
動
を
続
け
て
い

る
理
由
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　現

在
は
、
今
年
七
歳
に
な
る
息

子
と
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
息
子
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
私

に
付
き
合
っ
て
活
動
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
ピ
ッ
ピ
の
歌
を
聴
き

な
が
ら
育
ち
、
気
に
入
っ
た
フ
レ
ー

ズ
を
自
然
と
口
ず
さ
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
歌
を
通
し
て
詩
の
内

容
を
感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
よ
う
で
、
歌
詞
の
内
容

や
解
釈
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
緒
に
活
動
す
る
ス

タ
ッ
フ
と
の
交
流
も
楽
し
み
な
よ

う
で
、
年
上
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
ス
タ
ッ
フ
に
相
手
を
し
て
も

ら
い
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

吸
収
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
力
を
尽
く
す
に
は
ま
だ
幼
い

息
子
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ー
ラ

ス
な
ど
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
ピ
ッ
ピ
」
は
息
子
に
と
っ
て
楽
し

い
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　最
近
改
め
て
、
車
椅
子
を
利
用

し
て
い
る
方
や
盲
導
犬
と
一
緒
の

方
々
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
息
子

に
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、「
ど
う
っ

て
？
別
に
。
フ
ツ
ー
だ
よ
。
い
ろ

い
ろ
話
し
て
楽
し
い
よ
。」
と
い
う

返
答
で
し
た
。
自
然
に
相
手
を
受

け
入
れ
て
い
る
態
度
に
、
特
別
な

存
在
で
は
な
く
自
然
体
で
お
互
い

を
尊
重
で
き
る
関
係
を
、
息
子
な

り
に
築
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　ピ
ッ
ピ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
私
と

息
子
の
心
を
成
長
さ
せ
、
人
生
を

豊
か
に
す
る
大
切
な
活
動
で
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
に
参
加
し

て
く
れ
る
方
を
い
つ
で
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

根
本
教
子

：

第
10
回
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
手
話

担
当
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。

根
本
榮
多
（
え
い
た
）

：

小
学
１
年
生
。
４
歳

で
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
デ
ビ
ュ
ー
。

終

～スタッフから思いを伝えたい～

◆お問合せ：日立市民会館　☎0294 ー 22 ー 6481◆お問合せ：多賀市民会館　☎0294 ー 34 ー 1727

練習風景。真剣な顔です

息子さんと大切な時間

スタッフの皆さんと

市民会館 催し物のご案内

ザ・ニュースペーパー2020
in 日立

8月10日（月・祝）

11月29日（日）①14：00 ②17：30  開演
（2回公演）

社会風刺コント集団ザ・ニュースペーパーが日立に見参!!
抱腹絶倒のステージをお楽しみに!

多賀市民プラザ
広場※雨天の場合は多賀

　市民会館ホール

主　催：公益財団法人日立市民科学文化財団、日立市視聴覚センター
協　賛：株式会社 岡部工務店
協　力：大久保学区コミュニティ推進会、多賀地区連合商店会

ご来場の皆様へ
新型コロナウイルス感染
拡大防止対策にご協力を
お願いいたします。

会場会場

日立市民会館ホール会場会場

一般 4,500円（友の会会員4,300円）会場入場料

18：00時間開場 （全席自由120席）

・マスクの着用
・手指の消毒、手洗い、咳エチケット
・お客様同士の適切な距離の確保（1m以上）　
・会場内受付での検温

ペット2

料無場入
19：00～時間上映

※電話申し込みが必要です。
 8月2日（日）午前10時～受付
（多賀市民会館）
　☎0294ー34ー1727

夏休み夏休み

親子映画会
with ひたちシネマスペシャル
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〒317－0063　日立市若葉町1ー5ー8　日立市民会館内
　TEL  0294ー22ー 6481　FAX  0294ー22ー 6633
　HPアドレス　http://www.civic.jp

※ご意見・ご感想をお寄せください。

夏の恒例行事となった納涼寄席会議室ご利用後は机・椅子を消毒
しています

親子映画会は多賀市民プラザ広場で
上映します

表紙の写真　「
獅
子
・
狛
犬
の
世
界
」 「
ピ
ッ
ピ
コ
ン
サ
ー
ト
物
語
」は

今
号
で
終
了
と
な
り
ま
す
。寺
田
誠
さ
ん
、ピ
ッ
ピ
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編集後記
■
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
の
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
話
題
と
い
う
こ
と
で
、
我
が
家

の
飼
い
猫
の
話
で
も
一
つ
。
縁
あ
っ

て
知
人
か
ら
２
年
前
に
譲
り
受
け
た

茶
白
の
雄
猫
だ
が
、
完
全
室
内
飼
い

が
ゆ
え
に〝
箱
入
り
息
子
〞と
化
し
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
甘
た
れ
に
育
っ

て
し
ま
っ
た
◆
朝
の
４
時
を
過
ぎ
る

と
熟
睡
し
て
い
る
家
主
の
顔
を
前
足

で
叩
い
て
餌
を
催
促
す
る
。
家
主
が

ス
マ
ホ
に
集
中
し
て
い
る
と
、
か

ま
っ
て
ほ
し
さ
に
わ
ざ
と
食
卓
の
上

に
乗
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を
目

に
す
る
と
飛
び
つ
い
て
猫
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
る
。
買
っ
た
ば
か
り
の
セ
ー

タ
ー
は
彼
奴
に
引
き
裂
か
れ
て
、
一

度
も
着
な
い
ま
ま
ボ
ロ
切
れ
と
化
し

た 

■
私
の
躾
け
方
が
間
違
っ
て
い

た
の
か
・
・
・
と
反
省
し
つ
つ
、
出

窓
の
内
側
に
チ
ョ
ン
と
座
っ
て
家
主

の
帰
り
を
迎
え
て
く
れ
る
猫
が
た
ま

ら
な
く
愛
お
し
い
の
で
あ
る
。 （
Ａ
）

　大震災により、市内の海岸の地

形は大きく変わった。子供のころ

から何度も楽しんだ海水浴場ゆえ、

当時は衝撃を受けたものだ。あの

日から9年。何事もなかったかのよ

うに海鳥たちは羽根を休めている。

地形が変わったことなど気にも留

めずに。

　撮影は東多賀町の白土忠明さん。

ふるさと日立カレンダー応募作品

よりお借りしました。

発行　公益財団法人日立市民科学文化財団
　　　「ひたちの文化」編集委員会

お知らせ

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
全
世
界

的
な
流
行
と
そ
の
感
染
防
止
対
策
の

た
め
、
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・

日
立
市
民
会
館
・
多
賀
市
民
会
館
は

４
月
中
旬
か
ら
５
月
下
旬
に
至
る
ま

で
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し

か
し
国
の

緊
急
事
態

宣
言
解
除

や
茨
城
県

の
設
け
る

コ
ロ
ナ
対

策
指
針
の

ス
テ
ー
ジ

緩
和
を
受

け
、
現
在

施
設
独
自

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を

作
り
、
入

場
者
数
や

利
用
方
法

な
ど
に
一

部
制
限
を

設
け
つ
つ

ホ
ー
ル
や

会
議
室
の

貸
館
利
用

を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
永
ら
く
開
催
を
自
粛
し
て

い
た
自
主
イ
ベ
ン
ト
も
現
在
復
活
に

向
け
て
企
画
進
行
中
で
、
８
月
よ
り

皆
様
に
娯
楽
を
提
供
で
き
る
よ
う
準

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
企

画
を
進
め
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は

・
夏
休
み
親
子
映
画
会

　（
多
賀
市
民
会
館
、
8
／
10
）

・
ひ
た
ち
納
涼
寄
席

　（
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

　8
／
25
、
26
）

・
千
住
真
理
子
リ
サ
イ
タ
ル

　（
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

　9
／
6
）

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
他

に
も
準
備
を
進
め
て
い
る
企
画
が

多
数
ご
ざ
い
ま
す
。

（
日
時
や
入
場
料
等
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
施
設
職
員
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

感
染
防
止
対
策
を
と
り
、
万
全
の

状
態
で
皆
様
を
迎
え
入
れ
ま
す
。

ご
来
場
さ
れ
る
皆
様
に
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
ム
ー

ド
の
せ
い
で
あ
ら
ゆ
る
娯
楽
が
制

限
を
受
け
、
多
く
の
方
が
ス
ト
レ

ス
を
溜
め
こ
む
日
々
を
送
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
町

中
か
ら
娯
楽
の
火
が
消
え
た
こ
と

で
侘
し
さ
を
感
じ
る
方
も
多
数
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
、

心
身
の
健
康
を
取
り
戻
す
き
っ
か

け
と
な
れ
る
よ
う
、
職
員
一
同
皆

様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

コロナに負けるな！
市民会館・シビックセンターは
再開に向けて動き出しています!

林家たい平 林家正蔵


